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宮古島の祭祀歌謡からみた女神

上 原 孝 三

1. は じめ に

 宮古諸島の神行事は，近年急速に消滅あるいは形骸化の傾向にある。その大 きな要因に

は近代合理主義に基づく経済の発展，それに伴 う前近代の社会生活基盤の崩壊，更には社

会 ・個人の価値基準の多様化，教育環境の変化等があると思われる。無論，問題はそれだ

けに還元されるものではなく，シイマ(村)そ のものと個人にも問題は内在する。村の神

役 とシイマビトゥ(村 人)と の両者の神行事に関する意識のズレ。あるいは神役に選出さ

れたにも関わらず，それを引 き受けず拒否する現象が宮古各地にみ られるのである。社

会 ・村 ・家庭 ・個人レベルでのいろいろな問題が複雑に絡み合い，神行事がスムーズに行

なえないようになっているのが現状であろう。社会変化に伴 う当然の帰結 との見解からす

ると説明は容易であるかにみえる。だが，事はそう単純ではない。村の神行事は，伝統の

遵守 と変革の狭間を振子のように往還運動を行ない，最終的には神行事の終焉を迎えよう

としているようだ。

 神行事が消滅 した村は現在 どうなっているのであろうか。過去 と現在の変化の相違は有

るのかないのか。また，神行事を継続 しているシイマ とそうでないシイマ との相違は有る

のかないのか。 もしあるとすれば，何が違うのかを検討する必要があるのではないか。

 だが少なくとも，神行事が伝統的な民俗宗教であるか らには，そこには(人 々には)何

らかの宗教精神があるはずである。神行事を代表とする伝統的な民俗宗教が解体 ・消滅す

れば，時間の程度の差はあれ，いつれ人々の民俗宗教精神もなくなるであろう。心の拠 り

所であった宗教がな くなれば，人の心根は元のそれとは異なるのは道理である。

 伝統的な神行事の終焉を迎えようとしている現在ではあるが，かつてあるいは今に至っ

てもなお神行事の中心的存在 ・象徴はカミ(神)で あろうと思われる。祭祀歌謡は神行事
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(祭祀)の なかで，唱えられた り謡われた りする。本報告では宮古島の狩俣の祭祀歌謡に

みえる女神について触れてみたい。

2. 宮古 島狩俣村落 の概要

 沖縄県は，アジア大陸の東側，日本本土の南丙に位置し，48の 有人島を含む大小約160

の島々からなる島嶼県である。これらのほとんどの島の周囲には裾礁 タイプの珊瑚礁が発

達 し，台風時には天然の防波堤 ともなり，また一・方では魚 ・貝 ・海草など生活の糧を得る

漁場 ともなっている。

 沖縄は地理的には，沖縄諸島，宮古諸島，八重山諸島，大東諸島などに区分される。宮

古諸島は，6つ の行政区に分かれてお り，県総人口の4.3%に 相当する約51 ，000人が住

んでいる。全島が隆起珊瑚礁起源を主とする新しい石灰岩でほぼ被われていて地表水は乏

しい。しかし，.地下水は豊富で，日本でも珍しい地下ダムを建設して農業用水に活用して

いる。

 狩 俣 は宮 古 島 の 北 端 に 位 置 し，行 政 的 に は 平 良 市 に 属 す る。 平 良 市 の 市 街 地 か ら

は ，13.5キ ロ メ ー トル程 離 れ て い る。1999年3月 現 在 ， 人 口800人 ，世 帯 数283戸 。 宮

古 で は比 較 的規 模 の 大 きい村 落 の一つ で あ る。 主 な生 業 と して， さ とう きび， 葉 た ば こ を

中心 とす る農 業 と， もず く養 殖 ， 珊 瑚 礁 海 域 で の漁 業 と を営 む宮 古 で も古 い村 落 の 一 つ で

あ る。

 狩 俣 集 落 の 周 りはか って は石 垣 で 囲 まれ て い た とい う。 居 住 空 間 が 野 面 積 み の 石 垣 で 囲

まれ て い た の で あ る。 この よ う な村 落 形 態 は宮 古 で も珍 し く， 居 住 空 間 が 固 定 され て い た

とい う こ とは ，村 落 移 動 が あ ま りな か った こ と を意 味 し よ う。

 集 落 の北 側 は 海 抜50メ ー トル程 の 小 高 い 丘 陵 地 帯 と な っ て い るの で ， 東 ・西 ・南 側 を

石 垣 で 囲 み生 活 を営 ん で い た。 石 垣 と丘 陵 で 囲 まれ た所 を ミ.ヤー ク(宮 古 。 現 在 た い て い

宮'占の漢 字 を 当 て る)と い う。 現 世 ・こ の世 な どの意 が あ る。

 集 落 に 出入 りす る に， 東 ・西 ・南 の3ケ 所 に トゥー リャ(通 り。 門)が 設 営 され て い た

が ， 南 側 の 門 は現 存 しな い 。 東 の 門 は， ア ー イ ィゾ ー(東 門。 ア ー イ ゾ ー/ア ー ゾ ー と

も)と 呼 ば れ て い るが ， 戦 後 ， 馬 車 の 往 来 に支 障 を きた す とい う こ とで 取 り壊 され ， 新 た

に コ ン ク リー トの 門 に 造 り直 され た 。 西 の 門 は ， トゥー ピ トゥユ ー トゥ と称 され
， 石 積 み

の 門 の 上 に 一枚 岩 を 乗 せ た 形 態 で あ り， 旧 態 を 残 した ま まだ とい う。

 居住 地 域 の北 ・西 側 は ， 御嶽 ・拝 所 な どが存 在 す る 聖域 で あ り， 無 断 で 立 ち 入 る こ とは
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宮古島の祭祀歌謡か らみた.女神
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許 され な い 。 神 女 は そ の 地域 を イ イ イ ヌヤ マ(.西 の 山)と か ニ シ イマ(根 島 ..f 7”，〉と い う。

 集 落 の 前 方 ， 南 側 の 海 岸線 に 墓 地 地帯 が あ り， パ イヌ シ イマ(南 の 島)と1呼 ばれ て い る。

居 住 地 の 南 方 に位s+IFi.する 故 の 名称 で あ ろ う。 狩 俣 の 人 々 はパ イ ヌ シ イマ.・帯 を穢 れ た 場 所

と して忌 み嫌 らい ， 余 程 の こ とが な け れ ば近 づ くこ と は なか った 。

 以..ヒの よ うに ， 狩 俣 の 空 聞 は ，北 に は 神 々の 世 界 の ニ シ イマ(根 島./子 島)， 南 に は 死
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者 の 世界 で あ るパ イ ヌ シ イマ(南 の 島)， そ の 中 間 に 人 間 の 生 活 空 間 で あ る ミャ ー ク(宮

古)が あ る ， とい う 三つ の 空 間 で構 成 され て い るD。

3. 『御 嶽 由来記』 にみ える御嶽 由来説話

 首里王府が編纂した 『琉球国由来記』(1713年)の 下巻(巻12～21)は ，近世琉球の歴

史 ・御嶽 ・諸行事の由来を地域ごとにまとめた地誌 というべ きものである。沖縄諸島，-宮

古諸島，八重山諸島の各地の御嶽 ・拝所や祭祀に関係する記事が主であ り，島々村々で語

り継がれて きた古伝承を今に伝えている。

 宮古の役人が，『琉球国由来記』の基礎資料として首里王府に提出 した報告書が 『御嶽

山来記』(1705年)で ある2)。宮 占最古の文献 『御嶽由来記』は25の 御嶽の由来 ・起源を

記録 している。その文献に収載された由来説話を御嶽の名称 ・記事内容につき・一覧表にま

とめてみる3)と 次のようになる(テ キス トは 『平良市史』第3巻 を用いた)。

劃
広瀬御嶽

記 墨 内 容

L漲 水御嶽 由来(a開 闢神話，

②仲宗根 豊見親の 事蹟

b祭 神神話=三 輪lll型説話)

皇)広瀬型 墨由来，②与那覇勢頭豊見親の事蹟

大城御嶽

L
.上 越 御黜 来

大城御嶽由 来(三 輪 山型説話)

中間御嶽    1中間御嶽由来，②御嶽の神の功徳

新城御嶽

瀾鱇 一上

備  考

天降る神

天降る神

天降る神

天降る神

嫐 間御3

池間御嶽由来

野猿間御嶽由来
一≒諜
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㎜.

.島 尻鱇i

          一.一一.

島尻御嶽由来

大御神御嶽
   一一..

大御神御嶽由来

舟1泣御嶽 舟ii 1/_御嶽 由 来
       一.一 一一一.宀 一一.一

離 御嶽 離

             一

御嶽由来

山立御嶽 ll位御嶽由 来

 池の御嶽
一 一 一一iL幽'.」

      一一.一..

池0)御 嶽由 来

高津間御嶽

嶺問御嶽
    .一一.一...一 一

高津間御嶽由来
 一.一 一一

一一一

一一.
嶺間御嶽由来

一一 一.一

一 一

 浦底御嶽

 一一..}

浦底御嶽由来

赤崎御嶽 赤崎御嶽由来

一一一一..

 西新崎御嶽
一

西新崎御嶽山来

L一 一一一 」

大泊御嶽 大泊御嶽由来
   一一.一

川峯御嶽
  一一一. 一

一一一

川峯御嶽由来

一一.一一 一一.一.一

一

 真t：：御嶽 .喜1く御嶽山来

石城御嶽 di城 御嶽由来
 ..一一...

喜伏真御嶽

     一一一一..一一一.

喜佐真御嶽山来

繍 御嶽i

些墨地御嶽」

. 乗瀬御嶽山来

比屋地御嶽由来

一一.一 一一.一.一 皿

※ .ヒの表中① ② とあるのは，同 ・御嶽に関 し，別の異なる説話が あることを示すJ

『御嶽由来記』に記.載された御嶽由来の用例をみてみよう。

西新崎御嶽男神高神と唱

 諸願に付来間村中崇敬仕候事

 由来昔神代に右神新崎山に顕れ来間島中守護の神とならせ給ひたるよし云伝有崇敬

仕候事

 形式的には，御嶽名 ・神の性別 ・神の名(神 の機能)・ 祈願内容 ・御嶽の所在する村

(島)・ 御嶽の由来(説 話)と いう記載様式になっている。西新崎の御嶽の由来は簡潔で

ある。「高神」が どのような事蹟 をしたかは記されてない。伝承が途絶えた故であろうか。

 「離御嶽」は，

離御嶽'女神離一君あるす と唱

 船路の為め崇敬仕候事

 巾来昔神代に右神はなり山に顕れ船守の神 とならせ給ひたるよし云伝有崇敬仕候事
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と記されてお り，「船守の神」つ まり航海安全の神 と理解で きる。

 『御嶽由来記』に記載された御嶽が，どのような基準で選択 ・採用 されたか，その理由

は記録されてないが，近世期の御嶽のことを知るには貴重な文献である。『御嶽由来記』

の記載に従い，御嶽の起源を整理 ・分類すると次のようになる。

神が降臨 ・顕われた場所が御嶽→漲水御嶽 ・中間御嶽 ・池の御嶽 ・浦底御嶽 ・広瀬御

住居あるいは葬所が御嶽

根所が御嶽

衣の袖を埋めた場所が御嶽

その他

 嶽 ・池間御嶽 ・野猿間御嶽 ・大御神御嶽 ・離御嶽 ・

 赤崎御嶽 ・西新崎御嶽 ・大泊御嶽 ・川峯御嶽 ・石城

 御嶽(14)

→大城御嶽 ・船立御嶽 ・山立御嶽 ・真玉御嶽 ・喜佐真

 御嶽 ・比屋地御嶽(6)

→高津間御嶽 ・嶺間御嶽(2)

→乗瀬御嶽 (1)

→新城御嶽 ・島尻御嶽(2)

        *()内 は御嶽の数を示す。

 御嶽についての起源 ・由来譚は，内容的に大 きく二つにグルーピングできよう。即ち，

神の降臨と神の示顕による御嶽の起源と，神 もしくは人間の住居 ・葬所 ・根所 ・袖を埋め

た場所を御嶽のそれとするはなしである。御嶽の創設は神に由来するものと人に由来する

ものがあることが 『御嶽由来記』か ら確認できる。

 さて，『御嶽由来記』には25の 御嶽の名 ・神名 ・機能 ・祈願目的も記されている。御嶽

名 ・神名(機 能)・ 祈願目的につきまとめてみると次のようになる(テ キストは同前)。

御嶽名
  .一...

漲水御嶽

広瀬御嶽
   一

凵}一 一

 恋角(男

 恋{；：(女
一『

 真 しらへ
一一 一

大城御嶽

  一一『

豊見赤星

中間御嶽 赤 皿0)赤

浜 の里t

 新城御嶽
一

白鳥の舞

 池間御嶽
一

お らせ り

野猿間御嶽 きや ひか

お もい ま

 島尻御嶽
一 一 一 一.

まひとま
一}一

(女神)

申宇 名(機 能)

豊見赤星てたなふ ら真主(女 神)

赤皿の赤台 の真主(男 神)

白鳥の舞鳥 の津か さ(女 神)

お らせ りくため なふの真主(男 神)

(男神)

 (女神)

 (女神)一

 一一禿巨二. 原頁   目   白勺

首里天加那志 美御前

島中諸船海 ヒ安穏之為，

船路 の為

船路 の為，諸願

船路の為

船路の為，諸願

船路の為，諸願

船路の為，諸願

船路g～■為，鼇願
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一 一..
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』

 一一       ...一一 一 一一 一

かね との(男 神)

しらこにやすつか さ(女 神)

離 御嶽」 」蠅 す(女神)，鰭 り神・

山 億卸嶽 1壓 はる(嫻 一 .…
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西新崎御嶽 高神(男 神)
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大泊御嶽
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お もいまら， まつめか(汝 神)
.一 齟一一

川峯御嶽 世の主かね(男 神)
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 真1ミ御嶽

}一.「
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まつめか(女 神)
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乗瀬御嶽 玉めか(女 神)
一.一 一

 比屋地御嶽
 

豊見氏親(男 神)

船路の為，諸願

⊥ 船聖)為・諸願
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船路 の為，
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     船路 の為，』
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一.『'一 广俑 一 一

   諸願

諸願

諸願

諸願

諸願
.一一

   請願
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 繁占地域の御嶽の神名は，明らかに人格的なものへの敬称，あるいは人名に属する名が

多い。また，男神 ・女神の区別が記載されている。 これは，沖縄地方の神名のつけ方とは

異 り，地域的な偏差であるとともに宮古地方の特徴 ともいえるだろう4)。

 前述 したように，御嶽の数は25で ある。その内の16は 「船路の為」を祈願の目的にし

ている。 これらの16の 御嶽は宮 占でもいわゆる古い集落に存在し，渚の近辺かそこか ら

程遠 くない場所に現在 も位置 してお り，「船路の為」つまり航海安穏目的の祈願を叶える

に相応しい場にあるといえる。16の 御嶽 とは，漲水御嶽 ・広瀬御嶽 ・大城御嶽 ・中間御

嶽 ・新城御嶽 ・池間御嶽 ・野猿間御嶽 ・島尻御嶽 ・大御神御嶽 ・船立御嶽 ・離御嶽 ・山立

御嶽 ・池の御嶽 ・高津間御嶽 ・嶺間御嶽 ・浦底御嶽の嶽々である。つま り，これ らの16

の御嶽には航海安全の神が祀 られると理解 してよかろう。その内の14の 御嶽は女神が航

海安全のそれに対応 しよう。

 航海安全の女神を祀る14の 御嶽の内，女神を航海安全の神と明記してあるのは，離御
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嶽の 「離君あるす」 ・池の御嶽の 「きゆらにやす」 ・浦底御嶽の 「豊見屋」の3女 神であ

る。他の11の 御嶽の 「船守の神」の神は，それぞれの御嶽に明記されている女神が相当

しよう。但し，池間御嶽 ・高津間御嶽の祀神は男神のみが記載 されているので，「船守の

神」は男神となろう。

 沖縄 ・般では航海安全の神は女神という観念があり，その意味において池間御嶽 ・高津

問御嶽の祀神は男神が航海安全の神だとされるのは検討課題 となろう。

 『御嶽由来記』の 「大安母みやまい りの事」(1707年 ・首里王府への追補報告)に よれ

ば，上記の16の 御嶽で 「'首里天加那志美御前御為併島中作物お きなかなし上下船 々為御

たかへ大安母主取にて嶽々のつかさ相勤」めたようである。この文脈からすると，「船路

の為」の祈願は 「お きなかなし上下船々為」に行なうものであったと考えられるのである。

勿論他の船旅の航海安全の 目的の為にも祈 られたであろう。

 16の 御嶽は首里王府公認の御嶽であ り，沖縄地方でいういわゆるクージウタキ(公 儀

御嶽)で あ り，そこで祈願する 「つかさ」は首里王府に公認された地方の神女となろう。

「大安母みやまいりの事」には 「御嶽拾六御前御座候津かさ拾六人有之候」ともあるので，

原則として一一つの御嶽に一人の 「つかさ」が配置 された形となる。「つかさ」=神 女は，

「おきなかなし上下船々為」に各 自管轄の御嶽で 「御たかへ」を行なった。「御たかへ」は，

航海安{の 神への願い事(ニ ガイフチィ=願 い口)で あろう。「おきなかなし上下船々」

とは，首里王府への貢納物を積んだ船，即ち 「春立船」 と 「仲立船」である。「大安母み

やまい りの事」には，「春立船」と 「仲立船」がいつ沖縄に向け出航するとは記してない

が，春3月 と夏8月 の年2回 の沖縄旅であったろう。「船路の為」の祈願は沖縄旅に向け

ての航海安全，公用が無事終了する事が目的であったと思われる。

 さて，『御嶽由来記』には狩俣村の御嶽も記 されていて，他村に比べるとその記裁の数

量は多い。狩俣村の新城御嶽の由来は次の通 りである。

新城御嶽女神自鳥の舞鳥の津かさと唱

 船路の為井諸願に付狩俣村中崇敬仕候事

 由来昔神代に平良村仮屋側すみや山より白鳥飛出漲水に揚置候船の艫に飛移 り狩俣

村の上に舞行新城山の木に留 りぬと見て失申候其後狩俣村いへたのまもいめかと印人

に掛 り我は是船守の神とならせ給ひ候由神託有て拝給申由云伝有り崇敬仕候事

「平良村仮屋側すみや山より」飛び立った白鳥は，漲水港に揚げ置いた船の艫 に舞い降
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             宮占島の祭祀歌謡からみた女神

りた。その後，白鳥は再び舞い上が り狩俣村の新城山の木に止まったかと思うと忽然と消

えて しまった。(自 鳥は神に変化 し)「いへたのまもいめか」(女 性)に 憑依 し(乗 り移 り)，

「私は船守りの神になりました」という神託があ り，それか ら狩俣村中で崇敬するように

なった。以上が記事の大意である。

 白鳥が船守の神であることは 「船の艫」に舞い降 りることからもある程度推察される。

例えば，

お船のたかともに(ウ ニヌ タカトゥムニ)  お船の高艫柱の上に

自鳥がゐいちやうん(シ ラトゥヤガ ヰチョン)白 鳥がとまっているよ

自鳥やあらぬ(シ ラトゥヤリャ アラン)   いやあれは白鳥ではなくて

思姉おすじ(ウ ミナイ ウシイジ)      姉の霊神なのだ

という琉歌5)が あるが，これは高艫に羽根を休めているのは白鳥であるが，船守 りの神で

あるオナリ神の化身した姿である，と理解 されている。新城御嶽に祀 られる女神 「白鳥の

舞鳥の津かさ」がオナリ神であるかはどうかはともか く，船守 りの神つまり航海安全の神

であることは確かなことである。ここでもう一・つ留意 したいことは，神が人間 「いへたの

まもいめか」に憑依することである。憑依することにより，神か ら人への言葉が神の意志

を人間に伝えることになり，ここでは神の機能を語る形になっている。神託により，新城

御嶽の神は航海安全の神であることは明白である。中間御嶽 も航海安全の神を祀る同様の

記事内容である。

 同狩俣村の大城御嶽の祭神 も航海安全の女神 「豊見赤星てたなふ ら真主」としてお り，

由来は次の通 りである。

大城御嶽女神豊見赤星てたなふ ら真主

 船路の為井諸願に付狩俣村中崇敬仕候事

 由来昔神代に右神狩俣村東方島尻當原と印小森に天降 して狩俣村後方大城山に住居

候処あるや若男に取合かと夢を見て則ち懐胎いた し七ケ月めに一腹男女生み出父なき

子なれば初めて見るものを父にせんとて抱出候得は山の前成瀬に大なる蛇這掛 り彼子

を見て首を揚き尾を振舞躍申候其時にてそ最前の男は蛇の変化にてあるならんと覚申

候此人より狩俣村始まり候由言伝有氏神と号し崇敬仕候事
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 上の説話は，蛇が若い男に変化 し，「女神豊見赤星てたなふら真主」の許に通ったとす

る所謂三輪山型の説話である。内容は天降る始祖，狩俣村の始まり，大城御嶽の由来を語

るものの，航海安全の女神 としての 厂豊見赤星てたなふら真主」の記事内容は見当たらな

い。これはどうしたことであろうか。同一村の御嶽即ち新城御嶽 ・中間御嶽 ・大城御嶽で

は 「船路の為」の祈願を行なうが，新城御嶽 ・中間御嶽は航海安全の神を祀 り，もう一一方

の大城御嶽は航海安全の神を祀っていることになっているが，実際には航海安全の神はい

ない。航海安全の神を祀る御嶽での 「船路の為」の祈願は当然としても，航海安全の神を

祀らない御嶽でのそれは，理に合わず必然性 もない。

 つまり，「豊見赤星てたなふ ら真主」 を航海安全の女神とするのは狩俣村人の観念には

なく，また 「豊見赤星てたなふ ら真 剃 の事蹟か らも航海安全の女神 とは言い難い。

 「船路の為」の祈願は，宮占蔵元ひいては首里王府による宗教政策の一つであろうと考

えられる。狩俣村とは無関係の為政者の別の論理が働いているのであった。これらのこと

から，『御嶽由来記』の大城御嶽の山来譚は狩俣村の神話として語 られていて，18世 紀の

初頭に文字と出会い，その上に行政の側から 「船路の為」の祈願を行なうよう指示された

経緯があったものと考えられる。その意味において他の御嶽の由来に関してもフィール ド

ワークによる洗い出しが必要である。

 大城御嶽の由来譚は航海安全の女神を語る為に存在するものではなかった。女神 と蛇の

婚姻である三輪ll亅型の説話を語ることがベースであり，主眼であったのだ。

 さて，三輪山型の説話は漲水御嶽の由来でも語 られる。

     漲水御嶽弁才天女

 首里天加那志美御前御為諸船海上安穏之為め諸願に付崇敬仕候事

 (前略 ・引用者)平 良内すみやと申里に富貴栄耀のひと有一人の子無きことを嘆き

天に祈げれば神徳感に応て軈てはなの様成娘を儲(中 略 ・引用者。以下同)。拾1儿1五

才の頃不覚懐胎の躰相見得父母打驚 き是はいかなることそと娘得相尋候得共娘紅涙を

流 し答る言葉なくし(中 略)，頃 日誰 とも知 らぬ白 く清 らかなる若男錦の衣身に纏ひ

匂ひ香々して夜な夜な閨中へ忍ひ入か と見ればこ ・うもこ ・うならす只忙然忙然 と夢

の心地 して跡方もなく失申候と語けりは父母不審に思ひいかにもして彼ものの行方を

知らんと存，糸緒をT一尋程巻其先に針を結ひ付男来侵入候は ・首に差へ くと娘へ相渡

候。母如教其夜針を男の片髪に差付置夜明見れは其糸漲水御嶽の内石の洞に引入申候。

たとり行見れはこ三丈計なる大蛇の首に針は差置申候。(中略)
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 娘其夜の夢に右の大蛇枕本に来 り，我は是往古此島草創の恋角の変化なり。此島の

守護の神を立んとて今爰に来 り汝におもいを掛申候。かならす三人の女子産みへ し。

其子三歳にもなるならは漲水へ抱参へ しと夢 を見(中 略)。

 凵充月満1'ケ 月めに一・腹三人の女子を産み申候。(中 略)三 歳にも罷成候間示現の

通漲水へ抱参印候。父の大蛇両眼は如日月牙は剣を立たるやうに紅の舌を振御嶽の中

より這出首は蔵元の石垣に仰 き掛 り尾は御嶽の石垣に振掛，喚 き叫し有様おそろしき

(中略)

 三人共當島守護の神とならせ給ひたるよし御嶽の内に飛入掻消様に失申候。父の大

蛇は光を放ち天に.1：り申候。

 女神 と蛇(男 神)の 婚姻を語る大城御嶽の由来に対 し，漲水御嶽の伝承は恋角(男 神)

と人間の女性 とのそれを語る蛇婿入りになっているものの，漲水御嶽の伝承は，大城御嶽

の由来を語るそれと話のパ ター ンとしては同…である。

 相手の男の正体素性を知ろうとする手段 として針糸を 「男の片髪に差付」ける，苧環の

モチーフが漲水御嶽の話ではみえ，大城御嶽の伝承ではそのモチーフがみえない。この点

において伝承は著 しく様相が異なる。説話学でいう蛇婿入 りの話型で苧環のモチーフが見

えない大城御嶽の伝承は，より古態を保っているのだろうか。『常陸国風土記』『備前国風

土記』にも苧環のモチーフを持たない伝承があるか らである。

 ところで，『琉球国由来記』巻20に みえる 「神遊ノ由来」s)は，『御嶽由来記』の追加報

告と思われるが，それには 『御嶽由来記』には収載されてない記事がある。以下に，記す。

   神 遊 ノ由 来

 往 昔 ， 狩 俣 村 東 方 ， 島 尻 当 原 二 天 人 ニ テ モ ヤ ア ル ヤ ラ ン， 豊 見 赤 星 テ ダナ フ ラ真 主

ト云 フ女 ， 狩 俣 村 御 嶽 大 城 山 二 只 独 住 居 ス。 赤 星 ， 有 夜 ノ夢 二 ， 若 キ 男 閨 中 二 忍 入 ル

歟 ト驚 キ 居 ケ ル ニ ， 只 ナ ラ ヌ懐 妊 シテ ， 七 ケ 月 ニ ー・腹 二 男 女 ノ子 ヲ産 出 ス 。 男 子 ヲバ ，

ハ ブ ノホ チ テ ラ ノホ チ 豊 見 ト云 。 此 人 ヲ狩俣 村 ノ氏 神 ト崇 敬 仕 也 。 女 子 ヲバ ， 山 ノ ブ

セ ラ イ青 シバ ノ真 主 ト云 。此 者 十 五 六 歳 ノ比 ， 髪 ヲ乱 シ白 浄 衣 ヲ着 シテ ， コ ウ ツ ト云

フ葛 カヅ ラ帯 ニ シテ ， 青 シバ ト云 葛 ヲ八 巻 ノ下 地 ノ形 二 巻 キ ， 冠 ニ シテ ， 高 コバ ノ筋

ヲ杖 ニ シテ 右 ニ ッキ ， 青 シバ 葛 ヲ左 手 二持 チ ， 神 ア ヤ ゴ ヲ謡 ヒ，我 ハ 是 ， 世 ノ タ メ神

二 成 ル 由 ニ テ ，大 城 山 二飛 揚 リ行 方 不 知 失 ニ ケ ル 。 依 之 ， 狩俣 村 ノ女 共 ， 年 二 一一一度 宛

大 城llf二 相 集 リ， フ セ ラ イ ノ祭 礼 ア リ。 夫 ヨ リ漸 々 島 中相 広 メ ， ヨナ フ シ神遊 ト云 テ ，
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諸村 ヨキ女共毎年十月ヨリ十二月マデ，月二五 日ケ宛精進潔斎，山ノブセライノ裳束

ノヤウニシテ，昼中ハ野山二閉籠 リ，晩景ニハ諸村根所ノ嶽々二馳セ集 リ，臼太鼓ノ

ヤウニ立備ヒ，神アヤゴ トテウタヒ，世ガホウヲ願ヒ神遊仕タル処，何比ナラン御法

度アリ。

                        (『琉球国由来記』1713年)

 『御嶽由来記』 と同内容の三輪山型の説話が前半部分には述べられるのだが，後半部分

は 「豊見赤星テダナフラ真主 ト云フ女」の子(二 世)で ある 「フセライ」 と 「フセライノ

祭礼」，それに 「ヨナフシ神遊」について語られている。「神遊 ノ由来」の 「神遊」は 「ヨ

ナフシ神遊」であるが，それは 「精進潔斎」 した 「女共」が，「毎年十月ヨリ十二月マデ，

月二五ケ日宛」御嶽に籠る秘儀 としての祭祀であった。

 「フセライノ祭礼」を 「夫 ヨリ漸々島中相広 メ」とあるが，もし字義通 り 「島中相広

メ」たのであれば，そこには狩俣の 「フセライノ祭礼」の実見者とその祭礼を伝播 ・普及

させた者の存在と他村への介在者を必要としよう。現在でこそ他村落の祭祀を知ることが

できるが，前近代社会における祭祀は他村にはうかがい知られることがなく，秘密を原則

とするので考え難く容易に首肯できない。実際には宮古各地に 「フセライノ祭礼」 ・ 「ヨ

ナフシ神遊」 と同じ内容かもしくは類似の祭祀があったと考えられる。それを 「島中相広

メ」 と記 したのではなかろうか。現在，「ヨナフシ」 という名称を冠する祭祀は寡聞にし

て知 らない。

 「フセライノ祭礼」は文脈上 「ヨナフシ神遊」に包含されるが，それは現行祭祀では何

に対応するかというと，「毎年十月ヨリ十二月マデ，月二五ケ日宛精進潔斎」すること，

「白浄衣ヲ着シテ，コウツ ト云フ葛カヅラ帯ニシテ，青シバ ト云葛ヲ八巻 ノ下地ノ形二巻

キ，冠ニシテ，高コバノ筋ヲ杖ニシテ右ニツキ，青 シバ葛ヲ左手二持チ，神アヤゴヲ謡

ヒ」とい う点か ら，「ウヤガン祭祀」(ウ ヤーンともいう)と 確定で きる。『琉球国由来

記』では 「ウヤガン祭祀」を 「ヨナフシ神遊」 と記載 してある。「ヨナフシ神遊」 とは

「世ガホウヲ願ヒ神遊」するのだから，「ヨナフシ」は 「世直す/世 稔す」の意であるし，

即ち豊穣祈願を目的の一つとしていたのであった。

4.狩 俣 の ウヤガ ン祭祀

狩俣 には九つのム トゥが(元)あ る。元は血縁集団の宗家に相当 し，現在は拝所 とも
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な って お り， 宗 教 儀 礼 を実 施 す る場 と もな って い る。 ウ プ グ フ ム トゥ(大 城 元 。 単 に ウ プ

ム トゥ〈 大 元 〉 と もい う)は 村 建 て の 神 々 を祀 り， ナ ー マ ム ト ゥ(仲 間 元)は 航 海 安 全 の

神 々 を祀 り， シ ダデ ィム ト ゥ(志 立 元)は 五 穀 豊 穣 の 神 々 を祀 り， ナ ー ン ミム トゥ(仲 嶺

元)は 水 の 神 を祀 る 。 これ らの 四 つ の 元 をユ ー ム トゥ(四 元)と い い ， 狩俣 の 代 表 的 な 元

に な っ て い る 。 そ の 他 ， マ イニ ャー ム トゥ(前 の 家 元)， ニ シ イニ ャー ム トゥ(西 の 家 元) ，

ア ラ グフ ム トゥ(新 城 元)， カニ ャー ム トゥ(カ ニ ャー 元)， イ チ ィカ フ ム トゥ(イ チ ィカ

フ元)の 五 つ の 元が あ り，都 合 九つ の 元が 存 在す る。 マ イ ニ ャ ー ム トゥ ・カ ニ ャ ー ム トゥ

は， ウ プ グ フ ム トゥの分 か れ(分 家 筋)だ と い われ る。 狩 俣 の 祭 祀 は基 本 的 に は ム トゥ祭

祀 が 原 則 で あ る。

 狩 俣 の 神 祭 りは ， 夏 祭 り と冬 祭 りに二 分 され る。 「旧 暦 一 月の 正 月 願 いか ら， 旧暦 卜月

の ウ トゥ ガ ウ フ ナ ー(大 威 部 ム ヌ と もい う)ま で の 祭 り」7)が 夏 祭 りで あ り
， そ れ以 降 は

冬 祭 りで あ る 。 夏 祭 りは そ れ ぞ れ の 九 つ の 元 や 御嶽 ・拝 所 を 中心 に 行 な わ れ る が ， 冬 祭 り

は ， ウ プ グ フ ム トゥ ・マ イ ニ ャ ー ム トゥ ・ニ シ イニ ャ ー ム トゥの 三つ の 元 や 御嶽 ・拝 所 で

実 施 さ れ る。 ウ ヤ ガ ン祭 祀 は ， 旧暦10月 か ら12月 にか け て 行 な わ れ る の で ， ウ ヤ ガ ン=

冬 祭 りの観 を 呈 して い る。

 ウヤ ガ ン と は親 神 ， つ ま り祖 先 神 の こ とで あ るの で ， ウヤ ガ ン祭 祀 は祖 先 神 に深 く関.与

す る祭 祀 で あ る。 ウヤ ガ ン祭 祀 は， 狩俣 の 他 に大 神 ・島 尻 で も伝 承 され る。 ウヤ ガ ン祭 祀

は ， ジ ー プ バ ナ(杖 つさ)， イ ダ シ ィ カ ン(出 す 神 。 新 しい ウ ヤ ガ ン ・神 女 の 選 出)
， マ

トゥ ガヤ ー(マ トゥガ ヤ ー 家 で の 儀 礼 。 シ イマ バ イ ウヤLン と もい い
， 村 を清 浄 に す る)，

ア ー ブ ガ ー(ア ー ブ ガ ー で の儀 礼 。 ユ ー クイ 〈世 乞 い 〉の儀 礼 も含 む)ト ゥ リ ャー ギ(閉

じ上 げ?。 終 了)の 五 回 に わ た っ て行 な わ れ る。 各行 事 の 目的 と 冂時 は
， 以 下 の通 りで あ

る8)。

ジープバナはく神迎え〉 旧暦10月 初亥の日から午の日までの4泊5日

イダシィカ ン〈新神女の選出//成 巫儀礼〉 旧暦11月 初酉の 冂から巳の日までの5

            泊6凵

マ トゥガヤー〈村の清浄〉 旧暦11月 申の日から子の日までの4泊5日

アーブガー〈世乞い〉〈かつての住居の訪問〉 旧暦11月 寅の日か ら辰の日までの

            2泊3凵

トゥリャーギ〈神送 り〉 旧暦12月 初申の日から寅の日までの4泊5B

88



              宮 占島の祭祀 歌謡か らみ た女神

 五 回 に わ た る ウヤ ガ ン祭 で 各 回 の 儀 礼 に共 通 す る行 為 は ， 「ウヤ ガ ン と称 す る神 女 た ち

が ム ラか ら聖 森 イズ ヌヤ マ へ 入 り， そ こ に数 日間 籠 って 所 定 の 儀 礼 を務 め た の ち， 再 び ム

ラへ 降 臨 す る とい う行 動 の パ ター ン」8>が み られ る とい うこ とで ある 。 こ れ は， 「村 人 た ち

の 共 通 の 祖 先 神 で あ る ウヤ ガ ンた ちの 降 臨 を儀 礼 的 に 表 現 す る こ とに よっ て ， ム ラの 再 生

を はか り， 豊 穣 を 予 祝 す る」9)こ と を意 味 す る もの で あ る。 つ ま り， ウヤ ガ ン(祖 先 神)

を斎 く神 女 が ， 祭 祀 の 中 で は 祖 先 神 ウヤ ガ ンそ の もの と して 顕 現 す る こ とに 大 きな特 徴 が

あ る。

 ウヤ ガ ン祭 の 神 女 達 の扮 装 は ， フセ ラ イの扮 装即 ち 「白 浄 衣 ヲ着 シテ ， コ ウツ ト云 フ 葛

カ ヅ ラ帯 ニ シテ ， 青 シバ ト云 葛 ヲ八 巻 ノ下 地 ノ形 二 巻 キ ，冠 ニ シテ ， 高 コバ ノ筋 ヲ杖 ニ シ

テ 右 ニ ツキ ， 青 シバ 葛 ヲ左 手 二 持 チ 」 と い う容 姿 とほ とん ど異 な ら な い。 とな れ ば ， 「フ

セ ラ イ ノ祭 礼」 とは ウ ヤ ガ ン祭 の何 回 目の 儀 礼 に 対 応 しよ うか。 「我 ハ 是 ，世 ノ タ メ神 二

由 ニ テ ，大 城lll二 飛 揚 リ行方 不 知 失 ニ ケ ル」 と記 述 さ れ て い る こ とか ら， フ セ ラ イが 「大

城 山」 に行 くの は確 か な こ とで あ る。 ウ ヤ ガ ンの2回 目は 「大 城 山」 を 含 め た聖 域 に行 く

の で ， 「フセ ラ イ ノ祭 礼 」 は 「イ ダ シ ィカ ン〈 新 神 女 の 選 出 〉」 と考 え られ る 。

 さ て ， ウ ヤ ガ ンが いつ の 頃か ら開始 さ れ たか 不 明 で あ るが ， ウ ヤ ガ ンの 祭 祀 構 成 が 上 記

の よ う に 当 初 か ら五 回 に わ た っ て行 な われ て い たか ど うか は疑 問 が 残 る。

 た と え ば， 『与世 山 親 方 宮-占島 規 模 帳 』(1767年)に よ れ ばlo)，

諸村嶽々之儀故佐渡山親方被召定候通可致崇敬之処其外無謂嶽々崇敬二而造作仕候由

不宜候間向後可召留事

とあ り，各村の御嶽での祭祀を不要なものとして禁止している。ウヤガン祭もその例外で

はなかった。

狩俣村の儀五拾歳以上之女三拾人程白衣裳二而神之真似いたし十一月は神出十二月は

送と〆毎年弐度完昼夜三日山奥二隠居夜更候時分人目を忍大城本西之家本両所江寄合

躍候旧例有之由不宜候間向後可召留事

 禁止された祭祀名は記 されてないものの，内容か らウヤガン祭であることが判明する。

興味深いことには，「十一月は神出十二月は送」と記述していることである。「神出」は，

新 しい神女 を出すこと，即ちイダシィカン(出 し神)の ことであろうし，「送」とは神送
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りの意であろう。神送 りがあるということは，神迎えがなければならない。これらのこと

か ら，18世 紀中葉のウヤガン祭の祭祀構成は，

     10月 く神迎え>

     11月 く新神女の選出/成 巫儀礼>

     12月 く神送 り〉

と推察できよう。マ トゥガヤー〈村の清浄〉とアーブガー〈世乞い/か つての住居の訪

問〉は後世新たに付加したのであろうか。

5. 巡行す る女神

 大城御嶽は，「豊見赤星てたなふ ら真圭」が 「住居」 した場所である。そ して狩俣村の

始 りの地でもある。「豊見赤星てたなふら真主」は， ンマティダ(母 太陽。ティダは神の

意。母なる神)と も称され大城元に祀られる。

 「豊見赤星てたなふら真主」は，島尻東方にある小森に天降りす るのだが，狩俣村の大

城山に移動する。その理由については文献資料は何も記してない。しかし，口頭伝承では

移動 ・移住のいきさつについても語っている。

 昔 ， ンマ テ ィ ダ とい う母 神 が ヤ マ ヌ フ シ ラ イ(山 で 命 運 つ きて 死 ん だ 神)と い う娘

神 を連 れ て ， テ ィ ン ヤ ・ウ イヤ(天 屋 ・上 屋=天 上 界)か らナ カ ズ マ(中 島=地 ヒ

界)に 降 臨 した 。 しか し， 二 神 が 降 臨 した 地 は飲 み 水 が な く， そ こか ら西へ 移 動 して

カ ンナ ギ ガ ー(湧 泉)を 探 しあ て た 。 そ こ の 水 は飲 ん で お い しか っ た が 水 量 が 乏 し

か っ た。 そ れ で再 び 西へ 移 動 して ク ル ギ ガ ー(湧 泉)を 探 しあ て た。 そ こ は水 量 は 豊

富 だ っ た が ，飲 ん で お い し くな か っ た。 そ こ で さ らに移 動 して ヤ マ ダガ ー(湧 泉)を

探 しあ て たが ， そ こ の水 に は海 水 が 混 じっ て い た。 そ れ で さ らに西 へ 移 動 し， 今 の 狩

俣 の後 方 で イ ス ガ ー(湧 泉)を 探 しあ て た。 そ こ は水 量 も豊 富 で飲 ん でお い しか っ た

の で ， そ の 近 くの ウ プ フ ン ム イ(大 国森)に 小 屋 を建 て て住 み つ くこ と を考 え たが ，

小 屋 を建 て る途 中 で ヤ マ ヌ フ シ ラ イが 怪 我 して 死 ん だ。

 ンマ テ ィ ダ は ひ と りで 暮 ら して い か なけ れ ば な ら な くな り， 長 い 月 凵が た った 。 ン

マ テ ィ ダは ウプ フ ンム イか らナ カ フ ン ム イ(中 国 森)へ 住 居 を 移 して 暮 らす よ う に

な っ た が ， そ こへ 移 っ て か ら不 思 議 な こ とが 起 こっ た 。 毎 夜 ，枕 一Lにひ と りの 青 年 が

座 る とい う夢 を見 て ， ンマ テ ィ ダが懐 妊 した の で あ る 。(中 略 ・引 用 者)
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 そ の 晩 ， い つ もの よ うに そ の青 年が ンマ テ ィ ダ枕 一Lに現 れ， 自分 は テ ィ ンヤ ・ウ イ

ヤ か ら降 臨 した神 だが ，必 ず 男 の子 が 生 まれ る だ ろ う と言 っ て消 え た。 その 後 ， 数 ヶ

月 して 本 当 に男 の子 が 生 ま れ たが ， そ の朝 ， 大 蛇 は七 光 を放 ち， 天 上 へ 舞 い上 が っ て

消 え た。 後世 ， こ の大 蛇 は アサ テ ィ ダ と呼 ば れ る よ うに な っ た。

 アサ テ ィダ と ンマ テ ィダ と間 に生 まれ た子 は テ ィラ ヌ プー ズ トゥユ ミャ と 名づ け ら

れ ， す くす く育 っ て立 派 な若 者 に成 長 した。 しか し狩 俣 に は妻 とす るべ き 女性 が い な

か っ た。 そ こで テ ィラ ヌ プー ズ トゥユ ミャ は八 重Illへ 渡 り， ヤ ー マ ウ ス ミガ とい う女

性 をめ と って 帰 って きた 。 両 神 の 問 には 二 男 ・一・女 が 生 まれ た 。

                   (「宮 古 狩俣 の ウヤ ガ ン祭 祀 」 本 永 清)

 上記の話は狩俣の神女が日頭で語った話である。大雑把に言えば，基本的には 『御嶽由

来記』や 『琉球国由来記』のそれと同じような創始神話である。ここで，創始神話の構成

要素を確認したい。

(1)ンマ テ ィ ダ(母 神)が ヤ マ ヌ フ シラ イ(娘 神)』を連 れ て テ ィ ンヤ ・ウ イヤ(天 屋 ・

 上 屋=天L界)か ら， ナ カ ズ マ(中 島=地 上 界)に 降 臨

(2)母娘 に よ る巡 行 と三 つ の カ ー(井 泉)の 発 見 と移 動

(3)イス ガ ー の発 見 とウ プ フ ンム イ で の村 建 て

(4)ヤマ ヌ フ シ ラ イ の怪 我 死

(5)ンマ テ ィダの ナ カ フ ンム イへ の 住 居 の 移 転

(6)青年 の 登 場 と ンマ テ ィダの 懐 妊

(7)男の 子 神 テ ィ ラ ヌ プー ズ トゥユ ミャの 誕 生

(8)テ ィラ ヌ プー ズ トゥユ ミャの 成 長 と八 重 山娘 との 結 婚

(9×8)の両 神 の 間 にお け る三 人 の 子 神 の 誕 生

 この神話の主題は時間であろう。天降る始祖とその子と孫の連なり。神々の結婚と神の

系譜語り。水を求めてのさすらい。定住。娘の死。結婚と出産。様々な難難辛苫を嘗め尽

くした村建ての困難さ。村建てに従事 した祖神の労苦を時間を軸に語っている。

 上記の口頭伝承の神話では，『御嶽由来記』や 『琉球国由来記』で触れることがなかっ

た大切な事柄が述べ られている。女神 「豊見赤星てたなふ ら真↑三」の島尻から狩俣への移

住は，実は水を求めての移動だったということである。水はあらゆるものにとって必要不
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可欠な大切なもの。水はまた村建てにも祭祀にも必要であった。だから，女神 「豊見赤星

てたなふら真主」は各地を経巡 り，質量ともに満足に足る井泉 ・湧泉を探すことになるの

である。この女神の事蹟は，「祓い声」 としてウヤガン祭の儀礼中に謡われる11)。

     祓 い声

1や ふ あだ りる むむかん

 は らい は らいく以 ド略 〉

 なゴだ りる ゆなオさ

2て いんだオノ み オぷ ぎ

 や ぐみ ゅ一 いノ み オぷ ぎ

3あ さて いだ ノ み オぷ ぎ

 うやて いだ ノ み オぷ ぎ

4ゆ 一チキ み うふ ぎ

 ゆ一て いだ ノ み うふ ぎ

5に だ りノシ わんな

 や ぐみかん わんな

6ゆ 一む とうぬ かんみ ょ一

 ゆ一にびぬ かんみ ょ一

7か んま やふ あた りる

 ぬっさ ぷゆた りる

8ん まぬかん わんな

 や ぐみうふ かんま

9い チ ゆ あ らけんな

 いチ ゆ ぱずみ んな

10た ば りジー ん う りてい

 かんぬ ジーん う りてい

llか なぎか一ぬ み じゅオ

 かんぬか一ぬ み じゅゆ

12シ るまふチ うきて い

 か ぎまふチ うきて い

13か な ぎか一ぬ みず ざ

 かんぬか一ぬ みず ざ

14み ず うふ さや イシが

 ゆ一 うふ さや イシが

15み ず あふ あさや りば

 ゆ一 あぱ さや りば

16シ とうギみず な らん

 いノイみず な らん

17ま ば ら むチか い し

 あ だか かみかい し

18う す なう し んめ い

 ぬ イなぬ り んめ い

19く るぎか一ぬ みずゆ

 かんぬか一ぬ みずゆ

穏 やかな7.「神

く囃 子。祓 い祓 い，の意〉

和 やか な世直 さく大1翫の名〉

天道 のお陰 で

恐 れ多 い神 のお陰で

父太陽のお陰で

親太陽のお陰で

夜の月のお陰で

夜の太陽く月 〉のお陰で

根 、Zて主のわた しは

恐れ多い神のわた しは

四元の神は

四威部の神は

率申は毛慧やカ・に

主1よ青争・カ、Oこ

母の神であるわた しは    一

恐 れ多い大神 は

一一番新 しくは

一一番 初めには

タバ リ地 〈地 名〉に降 りて

神の地 に降 りて

カナギ井戸の水 を

神の井戸の水 を

自い真lIに 受 けて

美 しい真 口に受けて(み ると)

カナギ井戸の水は

神の井戸の水ほ

水量は多いけれ ども

湯く水 〉量は多いけれ ども

水は淡いく味が薄い 〉ので

湯く水〉は淡いく味が薄い〉ので

粢水にはな らない

祈 り水 にはな らない

まば らに持 ち返 し

あんなに(頭 に)載 せ返 し

押 しに押 し参 られ て

乗 りに乗 って参 られて

クルギ井戸の水 を

神の 井戸の水 を
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フサ の根 口声(序 章)

女神の地 ヒへ の降臨

カナギ ガーの発 見

  水量多 いが

  味が淡い

    ↓

粢水にはな らない

    ↓

   移 動

クルギ ガーの発見

  味 は旨いが



20シ る まふ チ う きてい

  か ぎまふ チ う きてい

21く る ぎか一ぬ みず ざ

  かんぬ か一ぬ みず ざ

22み ず んまさや イシが

  ゆ一 んまさや イシが

23み ず いき りゃが りば

  ゆ一 い き りゃカ{りはゴ

24シ と うギみず ならん

  いノイみず ならん

25ま ば ら むちかい し

 あだか かみかい し

26や まだが一ぬ み ジざ

 かんぬか一ぬ みず ざ

27み ず うふ さや イシが

 ゆ一 うふ さやイ シが

28い ん きらり みず りば

  シー きらり みず りば

29シ とうギみず な らん

 いの イみず な らん

30ま ば ら むちか い し

 あだか か みか い し

31う シなオ し んめい

 ぬ イなの り んめい

32シ まシず ざ さだみ

 ふ んシず ざ さだみ

33い ソが ジー ん う りて い

 か んぬか一 ん う りて い

34い ソがか一ぬ み ジざ

 かんぬか一ぬ み ジざ

35シ るまふチ うきて い

 か ぎまふチ うきて い

36い シがか一ぬ みず ざ

 かんぬか一ぬ みず ざ

37み ず い きりゃが りば まい

 ゆ一  い きりゃが りば まい

38み ず んま さや りば

 ゆ一 んま さや りば

39シ とうギみず な りよ

 いの イみず な りよ

40ジ ジむゆ一イ のよ りよ一

 ジジざキん ノゆ りよ一

41シ まにまイ トりょり

 むらにまイ トりょり

42う イジみ さや イシが

 ふん ジみ さや イシが
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白い真 口に受 けて

美 しい真 凵に受 けて(み ると)

クルギ.井戸 の水 は

神 の井戸 の水 は

水 は旨いけれ ども

湯 く水 〉は旨いけれ ども

水量 は少 ないので

湯 く水 〉量 は少 ないので

粢水 にはならない

祈 り水 にはならない

まば らに持 ち返 し

あんなに(頭 に)載 せ返 し

山田井戸の水は

神の井戸の水は

水量は多いが

湯く水 〉量は多いが

海に通 う水なので

潮が 通 う水 なので

粢水 にはな らない

祈 り水 にはな らない

まば らに持 ち返 し

あんなに(頭 に)載 せ返 し

押 しに押 し参 られて

乗 りに乗 って参 られ て

島の頂 を定めて

国の頂 を定めて

磯 芹の地 に降 りて

神の 丿卜戸 に降 りて

磯の井戸の水 を

神の 井戸の水 を

白い真llに 受けて

美 しい真口に受けて(み る と)

磯 の井戸の水は

神の井戸の水は

水量は少ないけれ ど

湯く水 〉量は少ないけれ ど

水 は旨いので

湯 く水 〉は旨いので

粢 水になるのだ

祈 り水になるのだ(そ こで)

頂杜 に登 って

頂崎 に登 って

島根 の方をとって

村根の方 をとって

居 り心地 はよいのであ るが

踏 に心地 はよいのであ るが
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  水 量少ない

    ↓

粢水 にはならない

    ↓

   移 動

ヤマ ダガーの発見

  水 量多いが

  海水混 じり

    ↓

粢水 にはな らない

    ↓

   移 動

イス ガーの発見

  水量少ないが

  味は旨い

    ↓

 粢 水になる

    ↓

  定 住



43と うらぬふ あぬ か じぬ

 かんぬに一ぬ か じぬ

44い んなイぬ オ トロ

 シーな イぬ オ トロ

寅の方の風 が(吹 いた ら)

神の根の風 が(吹 いた ら)

海鳴 りが恐 ろ しい

潮鳴 りが恐 ろ しい 」
(引用は 「南島歌謡大 成皿宮 占篇』)

 「祓い声」の内容は，水を求めての移動であり，最終的には狩俣のイスガーを発見する。

イスガーの水量は少ないけれど，水が旨いので住むに適 した条件なのでそこに住む決意を

する。水量は少ないけれど，水が旨いのはクルギガーも同じ条件なのに，何故そこには住

まなかったのか。イスガーの水は粢水になる(神 酒造 りに適 している)が ，クルギガーの

水は粢水になれない， と水質を問題にし，イスガーを選択 している。

 「祓い声」では蛇 との婚姻については謡っていない。狩俣の祭祀歌謡のなかには蛇，つ

まりアサティダ(父 太陽。父なる神)は 登場 してこない。文献 ・口頭伝承で語られるのみ

である。いずれにせよ，「祓い声」は創始神話そのものの内容を伝承 している。

 狩俣のウヤガン祭は時を経ても神行事の中で繰 り返された。時は未来へ向かうのに祭り

は常時く始 まり〉に立ち返る。ウヤガン祭の本質は始原への回帰にある。ウヤガン祭で

「祓い声」を謡 うことは，始原への回帰，つまりは自らの出自の再確認であるとともにウ

ヤガンが祭祀で再生することでもある。女神 ンマヌカンは始原へ回帰する装置の基軸であ

るようだ。

注

1) 本永清，1973「.三分観の 一考察一平良 市狩俣の事例」 『琉大 史学』第4号 琉球大学史学 会

 本永清，1991「 宮 占狩俣の ウヤ ガン祭祀」 『神 々の祭祀』所収 く環 中国海の民俗 と文化二 〉凱風

 社

2) 平良 市史編 さん委員会，1981『 平良市史』第 三巻資料編1前 近代 平良.市教育委員会

  引川に際 し，旧漢字は新漢字に， カタカナは ひらが なに改めた。 また句読点 も施 した。

3) 波照 間永古 ，1998「 『琉球 国由来 記』 の説話 関連記事(覚 書)」(「沖縄 学』2号 沖縄学 研究
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引川 は，外 間守 善 ・波照 間栄 吉編，1997『 定本 琉球 国由来記 』(角 川書店)を 用 いた。

外 間守善 ・新 里幸昭編 ，ユ978「南島歌謡大成 皿宮 占篇』 角川書 店

日本放送協 会[編]1990『 日本民謡 大観(沖 縄 ・奄 美)宮 占諸 島篇』 日本放送 出版協 会
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 二 〉凱 風 社
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              宮 占島の祭祀 歌謡 か らみた女神

11) 「祓い声」 は， ウヤ ガンの2[111[1の イダシ ィカンと5回 目の トゥリャーギで ウヤ ガン(ア ブン

 マ)に よ り謡 われ る。 イダシ ィカンと トゥリャーギで謡われ ることは，「祓い声」 と儀礼 との強

 い結びつ きを意味 しよ う。 この ことは，18世 紀 中葉の ウヤガ ン祭の祭祀構 成 を，「10月く神迎

 え>11月 く新神 女の選出/成 巫儀i礼>12月 く神送 り〉」 と想定 した筆者の仮説 を保証 しよう。

  また，『南島歌謡大成m宮 占篇』所収の 「解説 宮 占の歌謡」(外 間守 善)で は，「祓い声」 は

 52節 で終 わってい るが， その後に も詞 章があ った と し，「ところがそ こは潮風が 当たるので，

 南の方に家 を移 した というのであ る。(中 略 ・引用者)お そ ら くさい この1，2節 は脱 落 したの

 で あろ う。伝 説 と して はその あ との部 分 も伝 わ って い る」 と明 記 して い る。 内 川順子 氏 は

 「1995年11月2gil」 の イダシィカ ンでの演唱でその詞章があ るこ とを 立証 した(『宮Ilf島狩俣

 の神歌  その継承 と創成』参照)。

【付 記 】

 本 稿 は，2000年10月29凵(凵)に 慶 應 義 塾 大 学 地 域 研 究 セ ン ター'1三催 の 国 際 シ ンポ ジ ウ ム

「東 シナ 海 周辺 の 女 神信 仰』 で 口頭 発 表 した もの で あ る 。

 宮 占 方 言 は ， 原 則 と して カ タカ ナ表 記 を 川 い た。 特 殊 な 音 【1】【訂】 【t訂】 は イ ィ ・シ イ ・チ ィ と

した。
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